
はじめに
　三浦（₂₀₁₄，₂₀₁₅，₂₀₁₇，₂₀₁₉）の観察記録 

（₁），（₂），（₃），（₄）に続き島根県内において採集
した植物について染色体数を報告する．
　今回は ₈種の染色体数について報告する．

材料と方法
　染色体観察を行った植物は野外から採集し，宍
道湖グリーンパーク内において，栽培用ビニール
ポットに移植し，栽培した．そして，染色体の観
察方法は，三浦（₂₀₁₄）と同様に行った．染色体
数を明らかにした個体は標本として，ホシザキ野
生生物研究所に保存する．

結果と考察
Saururaceae

ハンゲショウ Saururus chinensis （Lour.） Baill.

染色体数：₂n＝₂₂（図 ₁A）
採集地：出雲市西神西町
　これまでに国内においては奄美大島の個体で
（Okada，₁₉₈₆）₂n＝₂₂ が報告されていた．その
ほかにも，台湾産の個体で n＝₁₁（Chuang et al., 

₁₉₆₂），栽培個体で ₂n＝₂₂（Suzuka，₁₉₅₀）が報
告されている．島根県においてもこれまでの報告
と一致していた．

Lauraceae

クロモジ Lindera umbellata Thunb. var. umbellata

染色体数 ₂n＝₂₄（図 ₁B）
採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏
山林
　これまでに Okada and Tanaka（₁₉₇₅）によっ
て変種のオオバクロモジ L. umbellata var. mem-

brancea （Maxim.） Moniy ex H.Hara et M.Mizush.

で，₂n＝₂₄ が報告されている．今回同一種の変
種関係である本種においてもこれまでの報告と一
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致した．
 

Acoraceae

ショウブ Acorus asiaticus Nakai

染色体数 ₂n＝₄₄（図 ₁C）
採集地：雲南市大東町遠所
　これまでに国内では，倉窪（₁₉₄₀）が宮崎県の
個体で，Itô（₁₉₄₂）は東京の個体で ₂n＝₄₄ を報
告している．今回もこれまでの報告と一致した．

セキショウ Acorus gramineus Sol. ex Aiton

染色体数 ₂n＝₂₄ （図 ₁D）
採集地：出雲市小津町
　これまでに国内では，倉窪（₁₉₄₀）が宮崎県の
個体で，₂n＝₂₂，Itô（₁₉₄₂）は東京大学の植物
園の個体で ₂n＝₂₄ を報告している．今回観察し
た個体は Itô（₁₉₄₂）の報告と一致した．

Asphodelaceae

ヤブカンゾウ Hemerocallis fulva L. var. kwanso 

Regel

染色体数 ₂n＝₃₃（図 ₁E）
採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏
山林
　これまでに国内では，松岡（₁₉₇₁）が大阪府岸
和田と山口県下松の個体で，₂n＝₃₃ を報告して
いる．今回観察した個体もこれまでの報告と一致
した．

Hydrangeaceae

コアジサイ Hydrangea hirta （Thunb.） Siebold et 

Zucc.

染色体数：₂n＝₃₆ （図 ₁F）
採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏
山林
　これまで広島県産の個体で ₂n＝₃₆ が報告され
ている （Funamoto and Tanaka，₁₉₈₈）．島根県に
おいてもこれまでの報告と一致していた．

Gentianaceae

リンドウ Gentiana scabra Bunge var. buergeri 

（Miq.） Maxim. ex Franch. et Sav. 

染色体数：₂n＝₂₆（図 ₁G）
採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏
山林
　これまでに日本国内長野県，京都府および栽培
個体で ₂n＝₂₆ が報告されている（Suzuka，₁₉₅₀; 
Wada，₁₉₆₆; 米澤・河野，₁₉₈₉）．今回観察した
島根県の個体もこれまでの報告と一致した．

ツルリンドウTripterospermum japonicum（Siebold 

et Zucc.） Maxim. 

染色体数：₂n＝₄₆ （Fig. ₁H）
採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏
山林
　これまで国内では，北海道産の個体で ₂n＝₄₆ 
が報告されている （西川，₁₉₈₁）．島根県におい
てもこれまでの報告と一致していた．
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図 1　島根県産植物の染色体画像．A；ハンゲショウ Saururus chinensis ₂n＝₂₂，B; クロモジ Lindera umbellata var. 
unbellata ₂n＝₂₄，C; ショウブ Acorus asiaticus ₂n＝₄₄，D; セキショウ Acorus gramineus ₂n＝₂₄，E; ヤブカンゾウ 
Hemerocallis fulva var. kwanso ₂n＝₃₃，F; コアジサイ Hydrangea hirta ₂n＝₃₆，G; リンドウ Gentiana scabra var. buergeri 
₂n＝₂₆，H; ツルリンドウ Tripterospermum japonicum ₂n＝₄₆．スケールバーはすべて ₅µm．
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Appendix. Chromosome number and collection localyties of studied taxa in Shimane Prefecture

Chromosome
Taxon Family Collection locality number（₂n）
Saururus chinensis Saururaceae Izumo City, Nishijinzai-cho ₂₂
Lindera umbellata var. umbellata Lauraceae Un-nan City, Kisuki-cho, Shakunouchi-park ₂₄
Acorus asiaticus Acoraceae Un-nan City, Daito-cho, Ensho ₄₄
Acorus gramineus Acoraceae Izumo City, Kozu-cho ₂₄
Hemerocallis fulva var. kwanso Asphodelaceae Un-nan City, Kisuki-cho, Shakunouchi-park ₃₃
Hydrangea hirta Hydrangeaceae Un-nan City, Kisuki-cho, Shakunouchi-park ₃₆
Gentiana scabra var. buergeri Gentianaceae Un-nan City, Kisuki-cho, Shakunouchi-park ₂₆
Tripterospermum japonicum Gentianaceae Un-nan City, Kisuki-cho, Shakunouchi-park ₄₆
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